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県内にお住まいの 1,515 人にうかがいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

あなたは、東海地震や東南海地震に関心がありますか？ 

9４％の人が「関心がある」と答えています。 

「非常に関心がある」は、減少傾向です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：小数第 2位を四捨五入しているため、合計が 100％にならないことがあります 

図中などで用いている記号の意味は、下記の通りです 

ｎ：回答者数  ＭＡ：複数以上の回答を認める設問 

東海・東南海地震への関心 

防災局 防災危機管理課 啓発育成グループ 

〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電 話: 052-954-6191（直通） 

e-mail: bosai@pref.aichi.lg.jp 

本調査の概要 

■調査地域  愛知県全域 

■調査対象者 20 歳以上の県民 3,000 人 

■調査時期  平成 22 年 1 月 

■調査方法  郵送法 

■有効回答率 50.5％（1,515 人） 

■調査委託先 (株)地域計画建築研究所 名古屋事務所 
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今　回　調　査　
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非常に関心がある 少し関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答
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東海地震や東南海地震が発生した場合、あなたのお住まいの町内や集落での想定震度や被

害予想を知っていますか？ 

47％の人が「どちらも知らない」と答えています。 

「どちらも知らない」は増加傾向です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢が低いほど知らない人が多く、「どちらも知らない」人は 30 歳代で最も多いです。

 

東海地震や東南海地震で想

定される震度や、その震度に

よってどのような被害が生

じるかをよく知って、大規模

地震災害に備えましょう。 

（防災豆知識） 

 愛知県では、インターネットで「防災学習システム」を公開しています。 

 「防災学習システム」とは、県民の方々がそれぞれお住まいの地域において、東海・東南海地震が発生

したときの予想震度を知ることができたり、自宅の情報を入力して大地震時の自宅の様子をシミュレーシ

ョンすることができるシステムです。以下のアドレスからご覧ください。 

  ホームページ    http://www.quake-learning.pref.aichi.jp 

居住地の想定震度・被害 
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20歳代(n=152)

30歳代(n=222)
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60歳代(n=338)

70歳以上(n=196)

無回答(n=104)
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想定される震度と被害を両方知っている 想定される震度のみ知っている
想定される被害のみ知っている どちらも知らない
無回答
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自宅にいるときに東海地震や東南海地震が発生し、震度６弱以上の強い揺れが起きた場

合、あなた自身の安全はどのようになると思いますか？ 

約６割の人が、「死ぬおそれもある」または「大けがをするかもしれない」と思っ

ています。 

 

自宅での自分自身の安全 

外出先などで東海地震や東南海地震が発生した場合、不安や危険に思うことは何ですか？
（○は３つまで） 

７割以上の人が「家族の安否」、６割近くの人が「自分のいる建物の倒壊」を不安

に思っています。 

 

外出先での地震発生時の不安 

日頃から、災害の際の家

族の連絡方法を決める、

建物の耐震改修をするな

どの備えをしておきまし

ょう！ 

（防災豆知識） 

大規模地震が発生したり、東海地震の予知情報(警戒宣

言)が発表されると強化地域内の公共交通機関は運行を停

止し、多数の帰宅困難者の発生が予想されます。愛知県で

はその対策として、県内の事業者と協定を結び、徒歩で帰

宅する方々を支援してもらうこととなっています。 

 右のステッカーが貼ってある郵便

局・コンビニエンスストア・ガソリン

スタンドなどでは、徒歩帰宅者に対し

て「水道水」「トイレ」「道路情報な

どの情報」の提供をしてもらえます。 
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家族・知人の安否やその確認手段

自分のいる建物の倒壊

食料や飲料水の確保

正確な情報の入手

交通機関の運行停止などによる帰宅の問題

建物やエレベータ内への閉じ込め

ビルの壁やガラスの落下

被災地の避難所がどこかわからないこと

ブロック塀の倒壊や自販機の転倒

特にない

その他

無回答
MA n=1,515

6.3%

7.3%

34.3%

31.4%

29.1%

30.5%

28.6%

29.8% 1.0%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今　回　調　査　
n=1,515

平成19年度調査
n=2,615

自分はまず無事と思う 軽いけがはするかもしれない 大けがをするかもしれない

死ぬおそれもあると思う 無回答


